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ヒト ★★★

尺骨

頭骨
とうこつ

背骨
せ ぼね

しゃっこつ

骨
ば
ん

ろ
っ
骨

大たい骨

とう骨

上
わ
ん
骨

けい骨
ひ骨

なん骨

たくさんの骨が
ぴったり合わさっ
ている。

似た形の骨がなん骨（や
わらかい骨）をはさんで
つながっている。

関節のつくり

じん帯：骨と骨を
　　　　結ぶ。

なん骨：骨の先を
　　　　守る。

かつ液：骨のすべりを
　　　　よくする。

たい

むす

まも

えき

に

骨と骨をつなぐ部分のうち，
かた，ひじ，ひざなどよく動
く部分には関節がある。

ぶ ぶん

かんせつ

ヒトのからだの中には (1)の骨
ほね

があり，それらが組み合わされた (2)でから
だを支

ささ

えています。

骨格と筋肉

骨には (3)という筋
きん

肉
にく

がつい
ています。筋肉が (4)して骨を動

うご

かします。心
しん

臓
ぞう

は (5)，心臓以
い

外
がい

の内
ない

臓
ぞう

は (6)という筋肉ででき
ています。

(7)は自分の意
い

思
し

で動かすこ
とができますが，(8)と (9)は
自分の意思では動かすことがで
きません。

縮む

ゆるむ

けん：
骨と筋肉をつなぐ。

縮む

ゆるむ

のばすときうでを曲げるとき
けん

ま

ヒトなどのセキツイ動物は，からだの中に骨格がありからだを支えています。これを「内
ない

骨
こっ

格
かく

」とい
います。昆

こん

虫
ちゅう

類
るい

や甲
こう

かく類
るい

などの節
せっ

足
そく

動
どう

物
ぶつ

は，からだの外にかたいからなどがありからだを支えて
います。これを「外

がい

骨
こっ

格
かく

」といいます。

+プラスワン+プラスワン+プラスワン+プラスワン

ヒトが鼻
はな

や口から吸
す

った空気は (10)・(11)

を通って (12)に送
おく

られます。肺は (13)という
小さな (14)が集

あつ

まってできています。空気中の
(15)が肺ほうにある (16)に取

と

りこまれ，血
けつ

液
えき

中
ちゅう

の (17)が (16)から外に出されます。
肺には (18)ので，肺自体でふくらんだり縮ん
だりできません。息

いき

を吸うときは，横
おう

かくまくが
(19)ろっ骨が (20)，肺の体

たい

積
せき

が大きくなりま
す。息をはくときは，横かくまくが (21)ろっ骨
が (22)，肺の体積が小さくなります。

呼吸

血液は血管を通り，からだにいきわたります。血管には (23)，(24)，(25)

の 3種
しゅ

類
るい

があります。

血液の流れ

肺ほう

毛細血管

空気
気管

気管支横かくまく

囗

鼻

肺

拡大
かく
だい

・かべが厚い。
　→やぶれにくい。

心臓から出る
血液が通る。

心臓へもどる
血液が通る。

動脈と静脈
をつなぐ。

・かべがうすい。
・弁がついている。
　→血液が逆流しない。

・非常に細い。

あつ

ぎゃくりゅう

弁
べん

ひじょう

動脈 静脈 毛細血管

(26)はポンプのような役
やく

割
わり

をして，全
ぜん

身
しん

に血液をいきわたらせます。

大動脈大静 脈
肺動脈

肺静 脈

左心ぼう
右
心
ぼ
う

う
し
ん

左心室

弁

右心室

だいどうみゃく
だいじょうみゃく

はいどうみゃく

はいじょうみゃく

さ しん

さ しんしつ

う しんしつ

正面から見た心臓のようす
全身
から

二酸化炭素を多く
　　　ふくむ血液

酸素を多く
ふくむ血液

肺へ

肺から
全身へ
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ヒトの血液は，ヘモグロビンを多くふくみ酸素を
運
はこ

ぶ (27)と，からだの中に入ってきた細
さい

菌
きん

を食べ
て分

ぶん

解
かい

する (28)，出血時に血液を固
かた

めて血を止める
(29)，二酸化炭素や養

よう

分
ぶん

，不
ふ

要
よう

になったものを運ぶ
(30)（液

えき

体
たい

）からなります。それらは (31)で作ら
れます。

ヒトが食べたものは，(32)（(33)→
(34)→ (35)→ (36)→ (37)→ (38)

→ (39)）を通って排
はい

出
しゅつ

されます。消化
管からは養分をからだに 吸

きゅう

収
しゅう

できる
ように分解するための (40)が出されま
す。それぞれの消化液にふくまれる消化
こう素

そ

が (41)を分解します。
食べ物にふくまれるおもな養分は

(42)・(43)・(44)の 3つです。それ
らは下のように分解されます。

消化・吸収

血液の
ようす

血小板 白血球

血しょう
（液体）

赤血球

食べ物が
通る道すじ

食道

大腸

肛門

胃…胃液

すい臓
　…すい液

口…だ液肝臓…たん汁
　　（たん液）

かんぞう　　　　　　じゅう

ぞう

えき

えき

ちょうえき
えき

い えき

小腸…腸液

便

十二指腸

※赤字は消化液
　を表す。

べん

炭水化物（でんぷん）

たんぱく質

しぼう

エネルギーの
もとになる。

からだをつくる
材料になる。

エネルギーの
もとになる。

だ液
（アミラーゼ）

腸液
（マルターゼ）

すい液
（アミラーゼ）

すい液
（マルターゼ）

でんぷん 麦芽糖
ばく が とう とう

さん

さん

ブドウ糖

※かっこ内は，消化
　こう素を表す。

胃液（ペプシン） 腸液（エレプシン）

すい液
（トリプシン）

たんぱく質 ペプトン アミノ酸

たん汁
・
すい液

（リパーゼ）

しぼう しぼう酸

モノグリセリド

コメ，ムギ，
イモなどに
ふくまれる。

肉，魚，牛 乳，
卵，ダイズなどに
ふくまれる。

バター，肉のあぶら
身，ゴマ，ラッカセ
イなどにふくまれる。

ぎゅうにゅう

たまご

み

ざいりょう

消化された養分
は，(45)でからだ
の中に吸収されま
す。その残

のこ

りは (46)

に運ばれ，(47)が
吸収されます。

からだのはたらきによってアミノ酸が分解されてで
きる (48)は，有

ゆう

毒
どく

であるため (49)で毒
どく

性
せい

のない (50)

にかえられます。
(50)は血液にとけて (51)に運ばれます。じん臓で血
液は毛細血管から出され，その中からからだに必

ひつ

要
よう

なもの
が再

ふたた

び血液の中に吸収されて残りが (52)となり，ぼうこ
うにためられたあと，やがてからだの外に出されます。

排出

拡大

じゅう毛

拡大

ひだ 毛細血管：糖，アミノ酸を吸収

リンパ管：しぼう酸，グリ
　　　　　　セリンを吸収小腸

じん臓

輸尿管
ぼうこう

尿道
にょうどう

ゆ にょうかん

皮
ひ

ふにある (53)では，まわりの毛細血管から不
ふ

要
よう

物
ぶつ

がこし出されて汗
あせ

が作ら
れます。汗は (54)するときにからだの (55)ので，暑

あつ

いときに出ます。寒
さむ

いと
きは (56)が立ち，汗せんがしまって汗が出ません。

ヒトは目で光を，耳で音・からだのかたむき・回
かい

転
てん

を，鼻でにおいを，口で味
を，皮ふで痛

いた

み・圧
あつ

力
りょく

・冷
つめ

たさ・あつさを感
かん

じとります。

感覚器官

目の断面図

角まく

ひとみ

こうさい

毛様体

チンチン小帯チン小帯
しょうたいしょうたいしょうたい

もうまく：
　像がうつる。

だんめん ず
ぞう

もうようたい し しんけい

のう

ガラス体

も
う
点

視神経：
光のしげきを
脳に伝える。

レンズ：レンズ：
光が通る。光が通る。
レンズ：
光が通る。

耳かく：耳かく：
音を集める。音を集める。
耳かく：
音を集める。

こまく：音(=空気のふるえ)によって
　　　 ふるえる。

外耳 中耳 内耳

外耳道

耳小骨：こまくのふるえを
　　　　大きくする。

半規管

前庭前庭前庭
うずまき管：
音のしげきを
受ける。

ちょう神経
(束になっている)：
音のしげきを脳に
伝える。

耳のつくり
じ じ しょうこつ

き かん

たば

のう

はん

ぜんぜん

ない じがい じ ちゅう じ

ていていぜん てい

かん

目では，近くを見るときは (57)が (58)，遠くを見るときは (57)が (59)な
ります。また，まわりが明るいと (60)が (61)，暗

くら

いと (60)が (62)なります。
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ヒトは 10～13さいくらいから男
女でからだのつくりにちがいが出

で

始
はじ

め
ます。
男
だん

性
せい

は骨や筋肉が発
はっ

達
たつ

して (63)か
らだつきになり，(64)で (65)が作
られます。女

じょ

性
せい

は胸
むね

がふくらみ (66)

からだつきになり，(67)では約
やく

28

日に1度，(68)（卵
らん

子
し

）が (69)に
出されます（(70)）。
(65)は (71)に入ると (72)に

移
い

動
どう

し，(70)された (68)と (73)

します。1つの卵と受精するのは 1

つの精子だけです。受精卵は子宮に
移動し，やがて (74)します。その
部分に受精卵と母親の毛細血管が集
まって (75)が作られます。受精卵
は下のように成

せい

長
ちょう

し，誕
たん

生
じょう

します。

誕生

【男性の生しょく器】
卵管精のう

精巣

卵巣

子宮

【女性の生しょく器】
き

せい

心臓が動いて
血液が流れ
始める。

②約 4週間後①受精直後

約 6mm

2つに分かれる。 細かく分かれる。

目や耳ができ，手
や足の形がはっき
りしてくる。から
だを動かし始める。

手足の筋肉が発達し，
からだをよく動かす。
男性か女性かが見た目
でわかるようになる。

③約 9週間後 ④約 20週間後

約 4cm 約25cm

たい児は母親の
骨ばんの中に頭
を入れて，うま
れる準備をする。

　　　誕生
身長：約 50cm

体重：約 3000g

⑤約 38週間後

約50cm

身長 身長

じ

じゅん び

卵：約0.1～0.2mm

精子：約0.06mm

受精卵

卵に入る。

着床する。

受精する。

赤ちゃんはうまれてすぐに (76)を上げ，(77)を始めます。1さいくらいに
なるまでは (78)を飲んで成

せい

長
ちょう

します。


